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社会福祉をめぐる大きな変化をどうとらえるのか、福祉の仕事を進めるうえで何が求められるのか—―—―

社会福祉を科学的に､少人数で学べる「社会科学･社会福祉基礎講座」で一緒に学び､考え､交流しませんか。

「知はちから」—―—―ともに学んで、福祉の未来を切りひらきましょう！

コマ

ガイダンスと受講者交流 加美　嘉史　氏

基礎講座をとおして何を学ぶのか

“そもそも”社会保障とは 石川　康宏　氏

社会保障の意味と意義、役割を考えます。

社会福祉現場で貧困をどうとらえるか 村上　武敏　氏

貧困問題の構造的問題と社会福祉とをいかに接続するか

一緒に考えます。

地域見学「釜ヶ崎から社会保障・社会福祉を考える」 水野　阿修羅　氏

釜ヶ崎というまちはなぜできたのか。

日雇い労働者・ホームレス・貧困の問題を考えます。 生田　武志　氏

ハンセン病から考える、社会福祉の歴史と役割 永岡　正己　氏
社会福祉の歴史、役割、社会福祉労働者が大切にしなければ

ならないことを、ハンセン病をとおして考えます。

＊ハンセン病回復者のおはなしあり。

福祉に働き・学ぶ人たちへ－障害者の親の立場から 播本　裕子　氏
障害者の母親としての歩みから、福祉労働者への期待

を語ります。

前期まとめ　社会保障とはなにか、あらためて考える 唐鎌　直義　氏
これまでの講義・ＧＷをとおして、社会保障について、

もう一度皆さんで考えてみましょう。

福祉の伝え方：福祉を必要としているのは誰？？ 北垣　智基　氏

私たちは日々、福祉の担い手として現場と向き合っています。

ほかにも福祉を必要としている方がいるかもしれません。

福祉の範囲はどこまでなのか、一緒に考えましょう。

福祉の伝え方：市民に対して福祉をどう伝えるか 中野　加奈子　氏

社会における福祉の受け止められ方に違和感を覚える方も多い

と思います。なぜ現場と社会とで福祉に対する認識のズレが

生じてしまうのか。どう伝えたらよいのか考えましょう。

福祉の伝え方：政府・政策に自分たちの意見をどう伝えるか 新井　康友　氏

福祉現場における改善や、要求を「どこに」、「どうやって」

伝えればよいのでしょうか。これまで福祉の先輩たち・先人たちは

どうやって伝えてきたのか。歴史的流れから学びます。

⑯ 社会福祉の専門性を考える 長友　薫輝　氏
これまでのＧＷ・講義をとおして、今、福祉に問われている

⑰ 専門性とは何か、一緒に考えます。

これからの社会福祉 石倉　康次　氏

権利としての社会福祉の発展に何が求められているのか考えます。

修了式 当研究所理事長
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13時30分～17時

13時30分～15時40分

前
期

6月10日
（土）

③

13時30分～18時10分

16時～18時10分

日程

13時30分～18時10分
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主催■総合社会福祉研究所	
 

■会　場　国労南近畿会館（1階会議室）	

■交　通　裏面をご覧下さい。	

■受講料【全講座通し受講の場合】	
 
　　　　　当研究所個人会員　30,000円 
　　　　　一般　　　　　　　40,000円	

　　　　【前期または後期のみ受講の場合】 
　　　　　当研究所個人会員　20,000円	

　　　　　一般　　　　　　　25,000円	

	
 
※当研究所団体会員に所属の方は会員料金と	
 
　なる場合があります。詳しくは事務局へ。	
 
	
 
	
 	
 	
 

	

	


■定員　25名	
  
　　※すでに満員になっている場合がありますので、事前にご確認下さい。	
 
■申込み　	
  
　　裏面に必要事項をご記入の上、FAX等でお送りください。	
  
　　受講料は郵便振替で1週間以内にお振り込み下さい。	
  
　　	
  
	
  
	
 	
 　	
 

ゆうちょ銀行　00990－0－62868　［加入者名］総合社会福祉研究所	
 
　※郵便振替用紙通信欄に「基礎講座受講料」と明記して下さい。	
 

全講座通しての受講をおすすめしますが、半期（前期のみ、後期のみ）の受講も可能です�

<おねがい>	
  
※都合により、日程・講師が変更になる場合があります。また終了時間は目安ですので、アンケート　

記入等で遅くなる場合がありますことをご了承ください。	
  
※手話通訳、保育はありません。講義の録音はご遠慮ください。	
  



下記の受講申込書に必要事項を記入の上、FAX　06-6779-4895　へ送信して下さい

　　　　

〒 TEL　　　（　　　　　　）　　

FAX　　　（　　　　　　）　　　　

携帯

〒 TEL　　　（　　　　　　）　　

FAX　　　（　　　　　　）　　　　

職場名

・ない

性別

男・女

第30回社会科学･社会福祉基礎講座  受講申込書　2017年　　月　　日
（すべての項目につき、必ずご記入・選択肢に〇をして下さい。未記入の場合はお問い合わせさせていただきます。）

お名前

自宅

受講希望

全講座・前期のみ・後期のみ

福祉の仕事の経験年数

今年４月で　　年め

職種施設･職場の種別

ふりがな

・はい

・いいえ

　　新入会希望は　□有　□無

年齢

携帯

・ある：高校・専門学校・大学・大学院・資格取得のための講習・その他

職場名

・はい

・いいえ

　　　新入会希望は　□有　□無

ﾊﾟｿｺﾝ
メールアドレス

社会福祉について専門的に
学んだことは

連
絡
先

あなたは研究所
の個人会員です
か

あなたの職場
は研究所の団
体会員ですか

社会福祉の仕事を選んだ理
由を教えて下さい

本講座の受講動機を教えて
下さい

職場

■主催（お問合せ・申込先）　総合社会福祉研究所	
 
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12　　TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895　　	
 

http://www.sosyaken.jp　　　　　　E-mail:	
 mail@sosyaken.jp	
 

 
 

	


△	

	


FAX	
 
	
 

　　　お一人様１枚にご記入下さい。お二人様以上お申込みの場合は、コピーしてご利用下さい。�
�

■交通・会場案内	
  
　　国労南近畿会館（１階もしくは２階会議室）	
  
　　　　大阪市天王寺区悲田院町8-­‐12（総合社会福祉研究所のあるビルです）	
  
＊JR天王寺駅北口から右へ線路沿いに東へ徒歩3分。地下鉄（谷町線・御堂筋線）天王寺駅
も同様です。	
  
＊建物玄関にスロープ、１階に車いす用トイレがあります。	
  
＊駐車場はありません。電車・バスをご利用下さい。	
  
　　　	
  


